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去る６月１日、住民自治組織『住民自治されだに』が発足

しました（伊予市で第１号です！！） 

集まった住民のみなさんは、１００人以上。「ふるさとを

何とかせんといかん！」という思いがひしひしと感じられま

した。 

さて、緊張感が漂い、厳かな雰囲気で始まった総会でした

が、新役員さんを発表する際に、選考委員長さんから、とて

もユニークな紹介がされて、笑い声のあふれる和やかな雰囲

気に一転。会場のみなさんも、肩の力が抜けたようでした。

議長さんのスムースな進行により、規約、新役員、平成 20

年度の事業計画及び予算がつつがなく承認され、ほっと一安

堵です。 

総会終了後、「住民自治されだに」を命名された亀岡功生

さん（影浦）に、名付け親大賞として表彰状が授与され、記

念品として、「佐礼谷の未来を切り拓く」という意味合いを

込めて、草刈機のチップソーが贈られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役 職 名 氏  名 住 所 

事
務
局
役
員 

会  長 松浦 弘正 犬 寄 

副会長 金岡  博  中替地 

副会長 福岡  勇  日 浦 

会  計 宮本 洋子 村 中 

事務局長 亀井 慎滋 榎 峠 

事務局次長 井川 洋子 犬 寄 

監  事 中岡 栄治 影 浦 

監  事 山岡 宗夫 赤 海 

実
年
部
会 

専門部長 渡邊  一 村 中 

副部長 仲田 國子 坪之内 

副部長 江口 武雄 榎 峠 

会  計 森本 政志 安別当 

書  記 亀岡 克子 竹之内 

壮
年
部
会 

専門部長 上岡 宗一 村 中 

副部長 安部 眞基子 村 中 

副部長 藤本 孝治 源 氏 

会  計 亀井 恵理子 榎 峠 

書  記 篠崎 信寿 日 浦 

青
年
部
会 

専門部長 西岡 勝志 犬 寄 

副部長 亀岡 功生 影 浦 

会  計 中岡 洋佑 影 浦 

書  記 井上 秀司 竹之内 

団
体
等
連
絡
協
議
会 

会  長 横山 裕輝 源 氏 

委  員 眞田 道郎 小学校 

委  員 渡井 静子 中替地 

委  員 下久保 繁利 赤 海 

委  員 野口 斐丁子 犬 寄 

事業計画及び収支予算は裏面へ 

（敬称略） 



 

 

 

 

基本方針 
  

 「住民自治されだに」は、会員相互の連携により地

域内の交流と活性化を図り、将来に向けての明確な方

針を定めることで地域の発展と生活の向上に寄与し、

住んで楽しい地域づくりを目的としています。 

  地域の課題や生活の課題を相互に学び合い、多様な

価値観を認めつつ、住民一人ひとりが地域の主体者で

あるという意識を持ち、各種団体や企業、行政等と連

携をとりながら、心の通い合う身近な地域づくりに取

り組んでいきます。 

  また、女性や若者が地域に参画できるきっかけを探

りながら、充分に活躍できる場を提供し、次世代への

「地育力」向上の拠点としての組織づくりを目指しま

す。 

 

 

事業計画 

 

自分たちのふるさとである「佐礼谷」を今一度見つ

め直し、住民一人ひとりが自分たちの住む地域の環境

や快適な暮らしのためにどうすればよいかを考え、将

来どのようにしていきたいか、そのために自分たちに

何ができるか、などを考える機会を持ちながら、地域

の未来創造図ともいえる「地域まちづくり計画」を作

成していきます。 

 

 ◎主な事業計画 

   ・青年層、壮年層、実年層の各部会による地域ま

ちづくり計画の作成 

   ・佐礼谷地域自治振興会、佐礼谷地区公民館など

既存団体との連携、協力 

 

 

 

 

 

 

 

収入の部 

（単位：円） 

 

 

  支出の部 

（単位：円） 

 

 

 

 

項 目 予算額 摘   要 

既存団体か

らの出資金 
400,000 

佐礼谷地域自治振興会 200,000 

佐礼谷地区公民館   200,000 

補助金 150,000 市からの補助金    150,000 

合 計 550,000  

項 目 予算額 摘   要 

報酬 60,000 講師謝金 

会議費 100,000 役員会、専門部の必要経費 

事務費 80,000 事務消耗品費、切手・ハガキ等 

使用料 10,000 ホームページ使用料 

備品購入費 150,000 事務に関わる備品等 

予備費 150,000  

合 計 550,000  

これから１年間をかけて、役員さんや部員さん（実年部・壮年部・青年部）を中心に『地域まちづ

くり計画』をつくっていきます。地域のみなさんも、役員さんたちに任せてしまうのではなく、ドン

ドン提案を出していきましょう！ 

困っとることがあるけ

どチィト我慢したらえ

えことじゃきん。 

人様に迷惑かけたらい

かん… 

ボクらが言うて

もムダやし、なる

べく関わらんよ

うにしとこ。 

オヤオヤ、そんなことでは

地域はよくなりませんよ！ 
 

これからは、できるだけ小さな声を聴き取る体制をつくる必要があると思います。役員、部員、広報区長、

広報委員など、誰でも良いので相談をしやすい方にお話しをしてみましょう。 

 



 


